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正しく使って上寺に節約 
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この表示をお視しで、誤った取扱いをずると、人び死亡または重傷を負ラち 
睽び善し迫っで生じることか’想定されるの容を示しでいまず。 

この表示を無視しで、誤った印 I おいをすると、人び？または重傷を負ラ巧 
能性び想定される巧容をおしでいます。 

この表示を無視しで、誤った取汲いをすると、人が懦害を負ラ盾巧びお定さ 
れる内容および物の損害のみの発ちび想定される内容を巧しでいます， 


この取扱説明書および製品への表示では、製品をををに正しくお使いいたださ、あな 
たや他の人々への危害や財産への損害を未然に的止するために、いろいろなお表示を 
しでいます。その表示と蠢巧はなのよラになつでいます。内容をよく理瞬しでから本 
文をお読みください。 


A 警告 


;外れ盾険 

煙突び正しく接続されでいるか点検しでください。 
外れでいると運輯中に排ガスび室内にちれで、危険 
です。 



A 危険 


;ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶がに使巧しないでください< 
乂がの原因になります。 




絵表示の例 


( 1 ) 

C 


么記号はををを促ず内容びあることち告げるちのです， 

図のかに夏体的なを煮の容(左国の巧さは一お的なま意)び馆かれでい 

よ4 0 

® お琶は禁止の行為であることを唐げるちのです， 

因の中やお傍に具体的な禁止内容(左図の場さは方ソリン禁止)び描か 
れでいます, 

货記号は巧為を強制したり指おする内容を告げるちのです。 

図の中に賣巧的な指巧內客(ち図の場含は®原ブラヴをコンたントか 
ら巧いでください)び巧かれでいまず。 


険告意 

21口注 

A A- A_ 


1.特にま意にいただきたいこと、鮮のために必すおすりくださし、 


•煙突の閉そくを険 

煙突がつまったり、ふさがれたりしでいないことを 
强認しでください。閉そくしでいると運乾中に排ガ 
スが室巧にちれで、危睽です。 


♦衣類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥(こは使巧しないでください。 

巧類ろ*落でしで义がつさ、乂がの原因になります。 




が) 



♦スプレー吿厳禁 

殺虫剤などのスプレー法をストーブの上や前に放置 
しないでください。 

熱でスブレー定の圧力び上がり、爆発し、危陵です。^ 


値應の 


A 注意 


♦力ーテン、可燃物近接禁止 
力ーテンや燃えやすいちのを巧ブけないでくださし、。 
义おか‘発をするおそれびありまず。 




り 



•給油時消义 iV 

給油は、必す消乂しでから巧ってください。 

火災のおそれがあります。 

< 

♦異常時使用禁止 

巧一異常を感じたとさは、使巧しないでください。 
異常燃焼のおそれか’あります。 


@高温部接軸禁止 

燃焼中や消乂直後は、冒温部、煙突、枠上部にまなどふれないで 

<ださい。 

やけどのおそれびあります。 


















1 .特に注意して Wi だきたいことぶきのために W お守りくだミし、 


A 注意 


苗で 


@やかんのは禁止 

やかんなどをのせないでください。 

振動や接離によってやかんの熱漏びこぼれ、やけど 
のおそれびあります。 


A 分解修理の禁止 

助;障、破損したら、使用しないでください。 
不完全な修理は、危険です。 


•腰をかけたり、物をのせないで 

腰をかけたり、やかんや巧びんなどの物をのせないでください。 
やけどしたり、ストーブび変おずることびあります。 

また、かが巧部に入ると、感電、火災、 S た隙の原因じなります。 

巧改造使用の禁止 
改造しで使巧しないで < ださい。 

また、ストーブや煙突には床媛房巧の熱交換器などを取り巧けな 
いでください。 

乂ぶやがガスび室のにちれる原因となり危検です。 


0 


0 

0 


♦換気扇使用禁止 

ストーブを使巧しでいる罔室ので換気歸を使苗しな 
いでください。な消えしで爆発燃焼するおそれがあ 
ります。 


飘 S) 


•電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を如えた0、物をのせた0し 
ないでください。 

また、雲源プラヴを巧くときは、コードを持つで引 今/' 
き抜かないでください。 け 

火がや感電の原因にな0まず。 

感電源ブラグは確実に是し込む 

電源プラグはコンたントに根元まで確実に差し込ん 
でください。 

また、傷んだブラヴやゆるんだコンじントは使巧し 
ないでください。义がの原因になります。 





3 



2•使用する場所 


ストーブを巧をに巧巧するためじは、お巧の涅定び大切です。 


ま全に使巧ずるために 



♦マントルビースなどには提え巧けないでくださし、。 




•標富び1000 m を趨える高地では使南しないでください。 
/空気の濃度か’薄いため、燃焼に必要な空気か’不足し、 
\ます。 / 


巧菓的倍偉巧するた於に 


■ 


參部屋の保為を工夫し、部屋の温度の調節を;じ\びけましよラ。 


巧おブの茵迈に廣き物びあると部屋の湿度にむらびだきるばかりをな<、ぶく射熱だよっ 
蒸夕の温ちぴ上昇レで危巧です。 ' .'人：ミ巧 

_使巧巧所には十分を意しで巧累的に傻用してぐださい。 















3 .各部の名称 




ス h - レーナ 


わ‘ 















4 .使用前の準備 



燃料は必すな巧 （ J に1琶な巧）を使巧しでくだちい。 

• IA を険 I 乃ソリンなど揮発性の高い巧は、火巧の原因になりますので艳巧 
に®用しないでください。 

♦変質のな、ちれたなな、かの混じっているな巧などは、絡巧に使用しないで 
ください。 

«な巧は、胁す义気-雨水 ■ ごみ.言温巧び、直射白光を避けた場所に较营し 
でください。 



給 油 


圍給油の隙のを順とを憲 



1. 必す消义しでください。 

2. 送ミ由バルブを閉じでから、送油ホース継寺スリーブを引 
ぎちどしで送油ホース盤まをはすしで < ださい。 


3•タンク国定を真をゆるめ、ミ宙タンクを取りはすします， 


4. 給油□ふたをはすし市販の給油器具でなおを給なしでく 
ださい。沾量計のがが「満 J をさしたらお巧をやめでく 
ださし、。 

5. ちとどおりミをタンクをス I -ーブにおり巧けでください。 
必すタンク固定金具で固定し、送油ホースお手はスリー 
ブを引きをどしなびらプラグに "カチッ"と宣びするま 
で確実に押し込んでください。 


•給油が巧むりましたら、: iie 巧白に友るろ巧を巧0出しで水やごみを搭でで < ださい。 

ろおは腹守をとどお。巧の巧げてください。 

•給油の族に、が•ごみなどを入れないよラ巧にな思しでください。 


4 .使巧前の準備 


圖繪總□みたは、確囊に擁嫁言 < 緩臺 U 。 

麵こ像れた! CT 浦 I まよく風きとつ百く於'養 U 。 

關燃斜城れのを憲 

巧タンクを一旦空にしますと，送な経路内に空気がたまり、正常に送油ができなくなることび 
あります。 

浊タンクは空にしないよラにま意しでください。 


点义前の準備と確認 

' . - ' 


■まを装置のたット、取扱上のを蠢 



1.巧巧白動消义装歷のじット 
巧展宜巧消义装置じ、シ h レバーをちどらないところまで 
巧し下げでください。 

(它ットしなければ使巧できません。） 


♦巧* I 自動お乂巧垣たットレパーのたットは、をかに巧レおブでください。:::ま解摩觀おぉ^^^^^^ 
お,ストーブはおがしでいるち巧や、グラグラずるお巧では使巧しないでください。 

穀; (消义装 fi が誤た巧する原因になりまず，) 

♦ぶだんは.巧 R 自®消乂巧《によるお乂（ストーブに強い®«をあたえで消火すること)巧瓶 
跑巧にしないでください。 

:.参た致をはちとどおりにたットしでください。 

.. 一 .むん?か 一' _ -" ',一》?«32> "1 .こバ jv 么んシわみ， T 一む':'.''、' ' ' ' '' 巧おな i'l Wia でと曲'ゴぞか.;おく'山:;:か;化；山か化‘. 



2.泌量調節器のじット 

油量調節器リじツトレバーを「カチン j と宮びするまで 
でに押します。 


•スト-ブの油 B 讀節ダイヤルは必ず.！;消化！に眩想おいでください。: 

♦油里調節お y じがトレ巧.一は、静かに巧しでぐださ;もん又、巧タンクのを油パルブを閱いた 
が族でリセットが X 卓を長く巧しでしほずを賴細 Biffi 器より独びあ面れ出るごとびありま 
ずのでを曾しでください。 

•こ*.？— ..**• - *•*•>•；•*.*•••*•• * \ • *. I:; X-.V I • *• • •- • ^ *• i• .*<*. *.Vv V.'>：•- V：；.w；• i• V*.*Cv-i；.*；• ''S ',• \\：1 •— ii• r*• い. '.v:••••、V.'.y.'i/* ••三， 

画 









■邀總經諮®油着机磯認 

愈ミ由タンクや送油管の接合部などから油ちれがないかどラか確認しでください。 

靈 SS 線0確認 

参 [A ミち意 I 電源プラグをコンたントに方の根 5 まで確実に差し込んでくださし、。 

•電源コードび煙突などの高ミ显部にふれるおそれのないことを確認しでください。 

こ;ま巧巧プラグ.コードの巧》巧义をあぐために....-;— • 

• 巧-？は. .が 巧■正 eg されたお巧 1' oov のコン它ントを巧巧しでちださい、 

•ツ）コ ー }‘;よ、进中で巧病したり应おコートの伍巧嘴の■巧 S 巧とのタコち BBIH をレな U ’. I 

でください • 


画 



1.油タンクの送なノリしプを開いでください。 


2.ミを屋調節ダイヤルの「点义 J を失 EP にさわせます。 
(図は SV -2 D 0 BS の場さ） 


3•巧源スイッチ「六」を巧しでくださし、， 

ヒータランプび点巧しでな乂ヒータびが熱し、しばらく 
すると慧乂します。 




ヒータランフ消な(点火を15分位)後、巧畫調節ダイヤルを 
目盛「1」〜「目 J の間で、ご希望の火力に合わせでくださ 
い。 


誦 












5 •使巧ち法 


5.使巧方法 


义力詞宙 


■炎0状態 

ストーブの据巧けやドラフトの関係で、炎はぎか変化します。 




2•ミ由 a 調齡ダイヤルの f 消义 J を巧のにさわせます。 

义び消えたことを確かめたら電源スイッチ r 切 J を巧し 
で < ださい。 

ミ由タンクの送巧パルブを閱じでください。 



MaM \ 


消义後、再扁义するとさのま意 

' .- ,,,_ 


國油量調節夕'イヤルで消火した塵後0麗觸火 

♦消义直後の离な乂は、巧巧位待って、ポットパーナが;肴却し、ヒータランプが点阿したらミを 
量調節ダイヤルの f 扁父 J を矢 ED にさわせでください。 

消火をすぐな巧を流しますと、ボットノーナの宗熱で暖められたロミをに一度に乂びついでが 
I び高く上昇ずることがありを険でず。 

!团な油がきがに烦れで消火し、萬点火ずると寒 

1. ミ由董調節ダイヤルを f 消乂 j にし、電源スイッチを描ってください。 
i 2.給油しで、ストーブが冷がしでいることを確かめでから、 

3.巧至調節ダイヤルの f 点义 J をち邱にさねせで、電源スイッチを入れでください。 

が このとき必すヒータランブヴ点灯しでいることを確かめでください。 

ミ ヒータランプび点灯しでいない場含は、油たまりとなりますので、お里調節ダイヤルを一旦 

! r 消火 J にし、ヒータランプが点巧したら、ミ由屋調節ダイヤルの，「点火」を矢な)にさわせでぐ 

ださい， 



参;'肖义しでいるときになき調節ダイヤルをうっかり閲きっばなしにすると、ボットパーナにな泌び 
たまります。 

このまま点火すると異常燃瞄したり、点乂不良となります。 

ボ□巧などでボットパーナ巧のな迪をふきとっでから点火しでください。 （17 ぺージ[ポットバ 
ーナの掃除 J 参照） 

>ポットパーナに油がたまったことに気つ’かないで点乂したときは、ボットにたまった口油び燃え 
つきるまで妨が大きくなっで燃焼します。 

このようなときはすぐ油量調節ダイヤルを「消乂 J に含わせ；たまったロミ巧び燃えきって正常火 
のにちどるまでそのままお待ちください。 

正常义力になったら巧量調節タイヤルを希望の目盛にさわせでください。 













本書の「特にを意しでいただぎたいこと、安をのために必すお守りください j の他に、巧の項目に. 
ついでち注意しでください。 

感天板ガードは、地震などにより可燃物び覆下したときなどに乂がを防止ずるためのをのです。 
やむをえす巧りはすした場をは、必すをとのが態に取り付けでおいでください。 


点検•ま入れは消义を、ポット/ x — ナびち巧しでから、必す電源プラグをコンたン 
卜から巧いで巧つでください。 

_ がでみ.... V:,' 

i 述 i 注意]ち巧却拓のか巧や巧脑品との巧巧は拍巧にしないで <ださい。 

' 、 . 、 . ' '三、、—..--' .' s ' . ;'な， • • ■ 、 ' ' 




6•まま装置 瞧:点検、手入れの必要項良、 B 就お法 


文す 震 自動消义 装置 


♦地震（篇度約 5 UI 上）や強い振動、衝擊を ♦地巧によって巧勤した巧さ、固画の巧燃物、 
受けた場を、自動のに消乂します。 ストーブの損房、油ちれ.煙突の列れなど寅 

辑びないことを招認しでから再な火しでくだ 
さい。 

参再点火はミ由屋調節グイヤルを f 消火 J にさね 
せでからが醒呂動消火裝雇じットレノ X —を它 
ットし、ポット パー ナヴ冷却し でヒー タラン 
プび点阿■したら、ミ由定調節ダイヤルを r 点义 J 
じさねせで使巧しでください。 


H 周面の巧燃顿 （使 巧 ごと） 

♦[ A ミま意 I ストーブの面面は、巧に苗理■描巧し、燃えやずいものを置かないでください。 


团ほこり- ミ 吾れ （倭用ごと） 

•ほこりや巧れをそのままにしでおきまずと、巧がしみたりしで危険です。 
ストーブはいつち清潔にしでご使用ください。 



停電や電源プラグび抜けたときは白動的にを 适電をは自動的に巧量誠節ダイヤルの火力で強 

をな量に fc りり替わり、自然雇気で燃焼します。お通気娜焼にちどります。 

i:!.; 煙黄の窗さび摄举ブ法がで畑べージ参 
:巧)の巧さはラまくがえませんのでお次が: 

概レてください。 .鶴か 


函巧をれ•油のたまり•油のにじみ（使南ごと） 

•置台-巧タンクに巧ちれ-油のたまりやミ由のにじみびないか、ときどき点検しでください。 

及、給油の際にこぼれた紅巧は、よくふきとつでくださし、。 

♦巧ちれのある場さは、お買い巧めの販売店に修理を依頼しでください。 







7 •日常の点檢•ま六れ 


点お、寺入れの必要項呂、時期、ちま 


mm^yo (シーズンの巧め、續時) 


巧タンク巧には、化やごみびたまりやすく、さくたまるとス I ブのちへ流おしでななの流れ 
を妨げで十分な火力び出なくなります。 

ときどき、なのよラに水を巧いでください。 



1.給油□より給巧ポンプなどで、油タンク巧のな泌を拼お 
しでください。 


2.ミをタンク内の残った巧巧やがは、油タンクをさ力、さにし 
で、給;巧□から客器に排出しでください。 


画煙突の接続部のゆるみ及びトツプの周囲(シ-ズンのがめ、適時) 

♦煙巧の接綿部、煙巧トツプのはすれびないかを点横しでください。 煙巧び魔貴して 、巧びあ 
いでいるちのは危険ですので新しい物と交換しでください。 

® 煙突のおくには、燃えやずい物を嚴かないでください。 

雜煙突内は結露でをじた水滴が深つでつまると危巧です。点乂時に、煙突のつなぎ目やストー 
ブより異常な煙が出たら消乂しで、煙突の部を点検しでください。 


圏續麗調節器のストレ™ナの掃餘（シ -ズンの終ゎり) 

® 油謹調節器には、がかやごみを瞄くためのストレーナびついでいまず。 

水やごみびたまると、ロミ由の流れを妨げで、十巧な火力び出なくなります 6 
シーズンの終わりには、巧のよラに捐陈しでください。 


1.油タンクの送なバ J レブつまみを巧じでください。 



2.ストレーナの掃陣□に荷化などの層紙を差し込んで、巧 
乃イドを作り、その下に宮器を置いでストレーナの止め 
ねじをゆるめではずしでください。 

巧量調節器巧のるれたな油やごみが全部流れ出ます。 


3 .こし網を取り出しで、きれいなな'庙の中ですすぎ沉いを 



しでください。（水で洗わないでください。） 
b : 巧みなてると黄は 

I :;翁ストレーナゴムパッキンをおれないよラにしでくだ 

f :' 产:さい。;;:.’：.'',. 

♦スト.レーナを逆にみれないで < ださい。 

参ストレーナか比めねじを固<魚め巧けでください， 
参なをれびないかおかめで < ださい，;： 


H 燃焼巧送風機の掃陈（巧1回な上） 

♦燃焼巧送風機ファンにごみやほこりびたまると、送風力び弱くなり燃焼び悪くなつたり、き 
か‘大きくなつでくることびあります。このよラなときには、フアンのほこりを取り除いでく 
ださい。 

巧タンクをおりはすしでからクースをはすし、燃焼巧适風 
機に組み么 まれで いる 風を 觸御ホ反をはすし でブラシなどで 
静かにほこりを取りないでくださし、。 

•搞陈か‘格わりましたら、ちとどおりに取りなけでくださ 
い。 

^■が棋巧ち風なフアンに方を S 日走まずと、巧び0や傾きぴ生じて、◎ちのときにちび化まずの 
で力を掘えないよラにし它ください。 



团点义ヒ""夕の点横 （シ-ズンの巧め） 

参点火ヒータや点乂しんにすすび巧薦しますと、ホ熱び愤下したり、巧の吸上げが悪くなった 
りしで点乂しにくくな0、讀火不良の原因になりまず。 

ときどさ、点火時燃烧簡ふたをはずしで燃焼筒の中をのぞき、点乂ヒータび正常に巧熱しで 
な义するか確認しでください。 

点火ヒータの脱着は入急に巧ラ胁票びありますので(燃焼巧空気の気密性な持のため）、必ず 
お質いずめの販売店に®頼しで < ださし、。 

誦 









7 •曰常の点検.ま入れ 


点検、寺入れの必養項目、時斯、方法 


圍顯ッ h バーず緻掃驗（鐘時） 

雜ポットパーナにすすびついで、冀の开ミび不揃いになったときれポットパーナの底にすすや 
カスびたまりすぎで着义か‘おそくなつたとさは、巧のよラにしですすを取〇陈いでくた•さし、。 



1.天彼ガードをはすし、燃焼筒ふたをはすしでくださし、。 



2.燃焼リングをおりおしでください， 



3 .な义ヒータ、巧乂しんをいためないよラに、ボットバー 
ナ巧部のすすをドライ/一などでかを落としで力、ら、巧 
などでふ苦と つで ください。 

掃陈た<路ねりましたら、ちとどお0正しく組み立てでくだ 
さい。 


♦巧立でのと e 度度リングは上下泣に A れないよつ:モ#し C ください. I と J ぶ划[口をがかめ 
で < ださい， \ 

•ポソトパーナ、«巧リングをしたホホ•巧用レまさと. W 巧が B くな0まず••、ドちずパー 
などでつついでみで巧びあいた 0、 巧けたさはれしいを0と巧 g しで < だまけ •’ ’ 


7•曰常の点検■手入れ 


國のぞき窓の掃餘（適時） 

参煙突の設置不度のときや油量を破りずぎたとき、あるいは、ミ由たまりをおこしたりしまずと 
のぞぎ窓がすすけることびあります。 

のぞき窓がすすけで炎び見えにくくなつたときは、燃焼簡ふたをはずしで、のぞき窓をふい 
でください。 

''善のぞぎをには、求をかけたり、衝 s をちえたり想がしないよラを意しでください 


团地震などの災害が發生したときの点横についで 

•地麗などのが害び疑をし、ストーブじ振動や衝營が加わったときは、運極前に必す巧の点検 
を巧っでください。 

•煙突まねりのはすれ、ちれの留認 

点後で異常び見つ力、った場含は、お頁い巧めの賊売おに修理を巧頼しでください。 


8.定期点検 



長期 間 ご使 巧に な0ますと、ストーブの点檢か’必要です。 


2シーブンに1◎程度、シーズン I 後:?をなどに、お費いあげ店又は、修理資宿着〔(財)日本 S 油燃 


焼機器保守協を ( TEL 03-3499-2928) で巧ラ按術管理講醬舍懷3者 （5 巧機器技術管理±)など〕の 


いる巧などになおの頼されることをおすすめします。 


誦 






.お义ピ^夕さな乂しんとな命を巧巧 
びなし、. 


.巧》呂巧お父装醒び巧のした 


をなバルブが巧まつでし.、.る 





使巧中に真常か’ありましたら、巧表により原因を調べで処屋をしでください。 

原因のねからないときや、赃置のむすかしいときは、お圍いぶめの販売店没は、お近くのコ□ナ 
お客様ご相談窓□にご連絡ください。 



度巧の#引きげ長近ぎる 

活巧び巧い.恩巧びがい;.，..;..:,.:' _ 

@巧の、ドラフトがな適ぎる 

煙巧エ舌で) S 尝のため，逆風規まび 

ある’’かが;;:ががぞ讚; だ;..;.. 

' 煙突城まり . -锅 

游沒リングの取向け的》い ' : 

バ，巧巧場萬房なにをこ D がたまつで巧 ■ 

2^^い夸:ぶ變® 

離請共な踞ぉ陋 ' ' 严 

建トラ訪狱: 

Iホがわパ：-ナ巧に？辟がたま a 夏け 
〇 、' 
^当島も巧穀^諭李ザゅるんでぃる 


6 I 9 i 9 


しで巧なする 
巧タンクの化を巧< 

お巧巧に麽理をの巧する 
ストーフを水平に巧席する 

巧巧お a 呈をの适り直な巧巧を巧ず 
ホ106齡の煙巧を巧巧する 

煙突の画さを勘ぺる 
ドラフトレギユレータをなける 

煙突の取げけを这正じする 

煙突を掃除する 
正しくお0がける 

燃烧巧送風おファンのほこりをブラ 
シなどで掃踪する 

販売店に障理を巧おする 
販売店に修埋をの巧ずる 
販売店に修理を按巧する 

ボットバーナ巧のすすをとる 

紹め直す 


'においび蒙.；.. 

巧ちれ巧舉/ 
震中に羣ずる' 

黒趣を出化でがえる 

'祭大き y なろない 
捕火盤 0t. ; 

«源が奪ない.； 


' I 

/目| 

/' ミト 

-、お碑 


ミち意1 不完をな修理、調整は危険でずので、部品の交換、調整ぴ必要の場合には、 
お買い巧めの販売巧叉は、修理資格者[(お)曰本石油燃焼機器保な協舍で巧ラ技術 
管理講習舍修了音(石'巧機器技術管理丈)など）のいる販売底にご相談ください。 


部品交換は3□す纏蓝驟5とご指定ください。 

’部思ご入巧のおには、コ□ホ巧品巧巧販壳应巧必(す3□ホが圧却扇とご指定くだまい。 

巧圧绩窗ながの部品をご使用になりますと、巧能が十分に発揮されないばかりか、ストーブを 
t 損爆したり,思わめ奉な[の原因にな。ます。 


11.保管（長脚使巧しない場を) 


設置したままで保管する場含や、しまわれるとぎは、曰巧の点検•ま入れの項を参 
照し、次の要領で保管しでください。 

1. 電源プラグをコンじントから抜いでください。 

參 ま意 I 設垣したままでお菅ずる場合ち化す、電源プラグは巧いてください。 

2. ミをタンクの巧油はすっかり出しでください。 

参中じが分やごみを残したままにしでおきますと、油タンクか’願貪する原因じなります。 

3. 油量調節器の中の巧ミ由を抜いでください。 

4. 蜜装部分は、しめった巧で汚れを落としでから、からぶきしでください。 

5. 燃焼筒のサビなどがあるところをペーパーで磨妾[補優届の蓬料 j (別売) 
で塗装しでください。 

6•巧部のごみや居こりを取り除いでください。 

:♦巧けたり、お慰しのが嚴では巧巧に巧管しないでくだまい。 • 

参巧扱現お雪は大のにな菅しでください,， 











12 •化様 


13•アフターサービス 


お 

式の 呼 

び 

SV -1 己0巳 S 

SV -200 BS 

種 




類 

ポットな.屋两巧-強制通気お-呂然巧流お 

点 

火 

巧 


な 

電気点火な 

使 

巧 

燃 


料 

巧油 （ J に1号灯姐） 

燃 

料消費 


最 

大 

1.74 L/h 

2.4 L/h 


最 

ル 

0.36 L/h 

0.66 し化 

黄 

熱 

田 

最 

乂 

60,030 kJ/h (14.3 邮 kcal / h ) 

82.800 kJ/h (19.7 如 kcal / h ) 


最 


に- 430 kJ/h ( 2,970 kcal / h ) 

22,770 kJ/h ( 5,440 kcal / h ) 

熱 

规 

率 

最 

大 

閒％ 

68% 

最 

ル 

58% 

58% 

嚴 

房化 

力 

最 

大 

11.3 kW 化?如 kcal / h ) 

15.6 kW (13,450 kcal / h ) 

最 


2,0 kW C 1,?20 kcal / h ) 

3.66 kW ( 3,150 kcal / h ) 

熱 

巧 

率 

_1 

最 

窝 

68% (呂留 6) 

68% (目威 6) 

愚 

粗 

58% (目盛り 

58%侣留り 

巧 

タン 

ク 

容. 

■ 

巧, 5 L 

20 L 

巧 

巧適 

ま 

浦お巧 

:木.:...:..：巧 46が(2姐)まで.. 
コンクリート6ん5が (39 S ) まで 

木 造64.5が(39巧まで 

コンクリート 89が巧4登)まで 

客;ち地 

木 巧 50が巧 0 S ) まで 

1コンクリート 77.5 が(47»まで 

ホ 造 67.5が(418)まで 

コンクリート105.5が(642)まで 

が 

形ヴ活 

(宙おをまむ） 

苗さ 755 mm 傳685111奥巧 420 mm 

S さ88な Ml 届 735 nm 巧巧47加 m 

質 




9 

32.5 kg 

41.0 kg 

電源畢圧巧び周波数 

100 V 50/60 HZ 

定 

梧消 

費 

電 

力 

な义時 78/77 W 

燃焼時け) 22/20.5 W (ル)11 /10.5 W 

点义時 77/76 W 

燃焼時け) 27.5/25 W (ル)1 5.5/15 W 

煙 

突の 

呼 

び 

径 

10日 irni (3 ブ5分） 

煙突の壁真通部のお毎 

llOmm 

排 

気 

温 


度 

640 .C 

670 .C 

を 

を 

装 


置 

が震自動消义誤置-停電まを装置 

巧 

属 



QD 

置台1個、天板なード1個、 

しゃ熱ホ反1個 ( SV -200 BS ) 


標準適室は、な面を人-曰すガス6巧機器工業含の賣定畐華によります。 


画保証についで 

»このコ□ナ扫迪ス I — ブには保証書びついでいます。「お買いあげ曰•販売店為 J などの記入 
をお腰かめのラえ、販売店からお受け取りになり、大切に保管しでください。 

参保証期間はお貢いあ(ブいただいた日から1年間です。 

♦巧のよラな原因によるな障及び.事巧につ舌ましでは、な証のお象になりませんので注意し 
でください。 

■変質10組や不純灯油など、また10巧が列の燃料使思によるが障や事故。 

■誤った使巧方をによるが障や妻が。 


圓修理を依頼されるとき 

參本星の f 巧障.異常の熟分け方と姐国ち法 J (19 ぺージ参照）の項にしたびっで調ぺでちよく 
ならないときは、單源プラグを巧いでお國いぶめの販売店 S は、お®くのコロナお客様ご相 
鼓お□にご運お < ださい。 

♦お拙期間中であればお証含の規定にしたびってお料條理させでいただきます。 

■巧化巧巧びすぎでいるとをは 
•お g い巧めの賠巧ちにご巧 R くたさい. 

巧理によろてほ巧でまる SK 品についではお 百な のご aa によ口肯巧巧理いたしまで- 

修用な雇が巧の最低巧ち用间 

し を5巧スト黄ブの巧が巧巧 1 堯巧 が- (Hitt を 巧 持ずるために拍 S な巧田）の R ほな巧巧曲は曲 
[&-： 造巧ちの0 み 7をです 

W * この巧旧 P 谊商産お缉^纪 9によるをのでず. 











14 •据巧け 


据巧け場所の選定巧び標華据巧け例 


おなけについでは、火災予防を例、電気設備に関する技術畐準などるちの薑華びあります。 
取扱説明書(工事編)の「ををのために必ずお守りください J をお読みになり、販売店及は据巧業竜 
とよくごホ目談しでください。また、[標準据巧け例 J については、26ぺージを参照しでください。 


据巧け後の確認 


据巧けび絡わりましたら、モラー度、取扱説明書(工事編)の「ま全のために必すお守りください J 
をお疏みになり、取扱脱巧8(工事縮)にお巧されでいるとおり精え巧けられでいるかどラかを確滿 
しでください。 


試運転 


試運転は販壳巧叉は捂巧業きとご一緒に必す巧ってください。 

图讀顯攀臟 

4~么を意 I 電源プラグをコンじントに巧の根元まで確実に差しをんでくださり。 

@ミ由タンクに給巧し、送;'由パルブを開いで送ミあ絕路に油をれびないか確力、めでください。 
をを全装置をたットしでください。 

f お震白動消火装置のじット 1 

I ミ由量調節器リ它ットレバーの t ット J 
參ミ由量調節ダイヤルは「ミ肖火 J に含わせでおいでください。 


14.括巧け 


H 運顔 



I .巧重調節ダイヤルの「点火 J を矢印!に含ねせまず。 
(図は SV - 200己 S の場さ〉 



2.電源スイッチ 「 AJ を}申しでくださし、。 

ヒータランブび点なしで点义ヒータか’巧熱し、しばらく 
すると着义します。 


3.ヒータランプ消巧を、ミち置調前ダイヤルを目盛 「1 J 〜 
「6 J の間で調節し、乂力び密化することをおかめでくだ 
さい。 


参ポッ トノトナに巧なが流れおるまでに時間びかかり、き火び遅れます。 

♦? でめでお怯いになるときは、耐熟塗料などび焼巧くまで煙と巧いびでます。しばらくの間、 
忍をあけで部屋の換気を巧つでください。 

♦ ドラフトの関係でおは多少変化することびありますび異常ではありません。 

(おか’巧燃えなどする虜含は、煙突の設宙が態などを確誌しでください。） 




1 . ミ由屋調節ダイヤルの「消火 j を矢印!に含わせます。 

2. 火力、‘消えたことを腫かめボットパーナびを®しでから、 
電源スイッチけり」を押しでください。 

3. 迎クンクの送油バルブを閉じでください。 

® 消‘火をは胁す電源スイッチを®つでください。「入 J の 
ままじしでおきますとしばらくしでヒータランプか‘扁 
巧し、点火ヒータびホ熱したままとなります。 














1. ま全のために必ずお守りください 


この工事説日月書には、安をに正しく据え巧けでいただくために、いろいろな絵表示び 
記載されでいます。その表示と意味はなのよラになっでいます。内容をよく理おしで 
から、本文をお読みになり据巧け工事を巧っでください。 

とこの表示をお視しで、誤った握巧けをすると、人か’死じまたは重傷を負〇巧 
胃 D 能性びお定される内容を巧しでいます。 

A ぐ^^この表示を無視しで、誤った据はけをすると、人び傷害を負ラ危険び'想定さ 
ム sjs / X / m れる巧容および物的損害のみの発生び想定される内容を示しでいます。 


絵表示の例 


A 

0 

〇 


A 記号はを意をなすの容びあることを告げるちのです。 

图の中に具体のなま惠的容(を因の場さは一般のな注を)が描かれでい 
ます。 

( S 記号は禁止の行為であることを告げるをのでず。 

四の中や巧憤に具体のなお止の容が描かれでいます， 

货配号は行為を強制したり指おする巧容を告けるちのです。 

四の巧や巧傍に貴体的な指示内容び巧かれでいます， 


A 警告 


み振付けや移動は、販売店へ依頼すること 

,ご有分で据巧けをされ不備力<あると感電や火災の原因になります。 

參火災予防条例、電気設髓に関する巧術暮準、電気工事は指定 
の工事店に依頼ずるなど法令の基準を守る 




翁屋內排気禁止 
必す屋外に排気しでください。 

が乃スび室巧に巧満しでを険です。 


參がれ盾険 

煙突を確実に接続し、しっか0と固定しでください。 
風、振動、衝撃などでがれたりすると運輯巧に排ガ 
スび室のにちれで危険です。 


事は指定 

Jn S ) 
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1. まをのために必すお守りくたさい 


A 注意 


み次の場所には据え付けない 
乂がや予想しない事故の原因になりまず 
•水平でない攝所、不安定な場所 
• 不巧定な物をのせた棚などので 
• 可燃性ガスの発をする場所又はたまる場所 
•燃焼に必普な空気を巧り入れる空気取入□のない場所又は換気 
の巧えない揚巧 

• 巧近に燃えやすいちの力*ある撮所 
•階段、避難□などの巧おで避難のま障となる撮巧 
• お火対策をしでいないマントルピース 
•湿室、飼育室など人のいない場所 




♦可燃物との距離は離ず 

• ストーブから商画の可燃物までの雜 W////////////A 
隔距離は乂ぶず防条例で規定されで I 

います。 I 

図のようにしでください。 可! 

•ス I ブはは屬の置台の上に据え巧燃! 

けでください。 細 i 卜^ムー 


巧燃物 


1 扣加 liU ： 


© 


♦家屋貫通部のま意 

• 煙突が'巧燃性の壁などを貢通する部 
分は必すめか‘ね6を使巧しでくださ 
い。 

•小屋襄、天#裏などにある部分は盡 
属がの不燃材料で防火上育効な被 
覆を巧つでください。 

•可燃巧の壁 ■ 天片-ル屋襲-天幷襄 
などを賣通する部お及び、その付近 
では煙突の接続はしないでください。 


10 cm 凶上 



S 遇する壁より 
恩いこと。 


Mg 


'巧区により異なることがある'! 
.ので义がそ防を例ををおする」 


26 








1 .まをのために必すお守 0< ださい 


2.開こん 


A ミ主意 


捆包箱には、巧の巧属おか‘入っていますので链認しでください。 


爆煙突の固定 

® 煙突は、風や振動などで倒れないよラまえ金具やまえ線などで 
固定しでください。 

9煙突は、 1.5 〜 2 m おぎに固定を具で固定し、自重を支える部分 
は菱え艾は、吊りを具で堅固にる持しでください。 

雜煙突の点検 

取付けが終わったら、ちラー度点検しでください。 

巧のよラな巧はけは、危険であった0、不完を燃焼をおこすおそ 
れか’あるので、必す修正しでください。 


下り巧配、下向き曲びり禁止 


• 卜 、ッブ と開□部は1上 
のこと 




0 


0 



〇 



〇 


据巧けじついでは、火災予防を例、單気設傾に関する按術星準など法をの星準びあります。 

25〜27ベージの r まをのために必すお守りください J をお扇みになり、販売店文は据巧業きとよく 
ご巧鼓しでください4また、「標宰据巧け例」についでは、26ぺージを参照しでください. 


■ 


据付けち法 


画置台の巧巧けとが平調節 


ストーフめでには必す置台を使巧し、ストーブを?火平に据え巧けでください。 






わ K 平器を見なか‘ら4個の調節脚を調節しで 
ストーブを水平に据え巧けでください。 


鲁水平器を真上から見で、ホなの巧に 
おちりがあるとほぼか平です。 


>ストーブはおすホ:ザに据そ巧けでください。燃焼の不具をを生ずるばか0でなく、巧森自動 
お义装画が正しく作動しながおそれびあります。 





















■天纔烈 ™ ドの取付け 



♦ぞ図のよラに天おガードをストーブ上部の長巧4力巧に 
差し込んでください。 


圆油タンクの取巧け方 




2.慾を ホー ス織まのスリ ーブを 引きをどしながらブラヴに 
巧し这むと「カチッ j と富びしで固定されます。 




3.据はけ 


B 燃焼リングの取巧け確認 



♦燃焼簡ふたをはすしで一旦燃焼リングを取り出し、刻な! 
でき(上)を上にしで、ポットバーナの巧部のピンの上に 
正しくのせ直しでください。 











4 •煙突の取巧け 


4.煙突の取巧け 


■煙鷄0徑 

を煙突は、直径1 06 m ( 3寸5分)を使用しでください。 


麵横弓 I 曇、茲上び0の標準な法 

»煙巧の立上びり、横引きの標華寸法は、立上びり約3.目 m (4 求)、横引さ約 1.8 m (2 本)です。 
横引ぎび標單寸法より長くなる撮合は、その長さの;^をな上びりじ追加しでください。 
(結露ず防のため、煙突の横引き長さはできるかぎり短く、 2 m な巧にしで<ださい。） 

♦屋パの立上びり部の下端には、水巧きをつけで雨かび入るのを防いでください。 

♦横引さは10おの1〇|上の上りち)配になるよラにしでください。 

♦横引きはで言るだけ短くし、ベンド(エビ巧)は3個おでになるよラ忆しでください。 

また、露受けァダブタ ー( 別売爵)などの巧はけをご横討ください。 

工事店とよくごホ目敎ください。 

參1本の煙突を他のストーブなどと巧巧することは避けでください，燃焼がおくな0ます。 


圍煙突先端（トップ)の位置 

>煙突トッブは、屋根面から重匿蹈雕600 nm 上おしでください。 

♦煙突トッブからが平指雖1 m な巧に陶接を屋などの軒があるときは、さらにそれより、60加 
しツ上雜しでください。 

♦窓などの閒□部からは、1 m お上離しでくださし、。 

A 煙突トツブの位置は建物.ご木召:どのが態をみで、あらゆる巧向の風が通0巧けるの置じし 
でください。 


圍 h 、 ジブのおが 


I 隱集含煙突を利思ずる爆錢® C 注® 

♦集合煙突に是し 
这む先端は左図 
のよラにしでく 
ださい。 


集さ煙突の径の％ 

♦集さ煙突を利巧する場をは、設置ちをなどについで必す専門業者にご相談しでください。 





f 煙突の先端からが平お雜1巧に逢物'! 

の巧びある場さは、その巧から閒 cmjii 上 

島くずること。 

煙究の巧揣から1 m な巧に逐物の開□卸 
し循)がないこと， J 

• Jg 巧サ巧は、巧巧び本巧から 1.8 m を 
巧える巧さは1む m が上 •， 
i 蠢煙巧は，因をを!!で 1.5 〜ゎ n " 巧に旧 
巧する5と,' I ， 

;•坦翁めがき(ま資巧班区が励示お条が' 
： 'に:したおがた送'い稱麵綱がふ':. 

•面の強か巧巧では、：.化策;ドラットに 
.ギゴレ卓夕を货め衍せを《だをんだ:: 

參精巧がぴがる巧をには、巧 S けアダブ, 
夕一を巧0姑けが出した巧 B がはむ爸 
;巧にまけてください。’、 I 

I 作 B ホあのため。巧巧め巧弓階お 
j はできるかぎり巧を2みは内にレ 
おくだかい 、 J 


参煙突トツプには、逆風防止のための「楷斜 H おトップ J をおりなけでください。 


_ 画結露水の処理 

一トレ爭 "1 レ〜々（别责思） •煙突の横引き部に結露化び出る撮合は、別売の露到ブアダプター （ USB- り义集合煙巧の 

凍結予防には煙突凍結防止ヒータ （ US 己- 3) をご使巧ください。 

參風の強い地域及び、煙突びやむをえず極端に高くなる場さは、ダブルドラフトレギュレータ 販売店にご相談ください 

( DR -1) を使用しでください。 











5 .試運捉 


試遷おは使巧者とご一緒に必す巧って<ださい。 

■邏顯攀備 

• 拉ま意1 單源ブラグをコン t ントに巧の根元まで随実に堂し应んで < ださい。 

③巧タンクに給油し、送油バルブを開いで送油経路に®ちれびないか陌かめでください。 
•安を装置をたットしでください。 

( 巧震白動ミ肖乂装置のたット 1 

I 油量調節器リた、ントレパーのじット J 
•ミ由量調節ダイヤルは「消义 J にさわせでおいでください。 



1.ミ由 屋調前 ダイヤルの r お义 J を矢な!じさね せます， 
(国は SV - 2008 S の 巧 さ） 


2 .巧 源スイッチ ITU を巧しでください， 

ヒータランブヴなのしで点火ヒータび巧おし、しばらく 
すると驚乂します。 



3.ヒータランブ消な後、巧量調節ダイヤルを目盛 f 1 J 〜 
「6 j の間で調節し、义力び変化することをお力、めでくだ 
さい。 


参ボットパーナになミ由び流れ出るまでに時間びかかり、着乂び遅れます。 

參のめでお使いになるときは、耐熱塗稱などが焼げくまで煙と臭いザでます。しばらくの間、 
窓をあけで部屋の顿気を行つでください。 

@ドラフトの関稀で炎は多か変化することびありますび異萬ではありません。 

(がか‘片燃えなどする場合は、煙突の設置が態などを確認しでください。） . 


5.試運括 


H 消义の爭順 



1. 油量調節ダイヤルの「消火 j を巧巧に合わせます。 

2. W が消えたことを確かめポットバーナが冷却しでから、 
電源スイッチ「栖 J を}甲しでください。 

3. ミ由タンクの送油バルブを閱じでください。 

参消火後は脑ず電源スイッチをのってください。 TAJ の 
ままにしでおきまずとしばらくしでヒータランプび点 
灯し、点乂ヒータがホ熱したままとなります。 


I •正活逐短しないあちは J 巧べジ :r 巧醉逼 * の》分け巧と晒■巧猫を@ 
I 參長巧商のお皆を、再ぴ設居する場さち r 磯巧 J I のま曲にしたがのお.な狂 









